
 

揖保川と流域に対する想い、問題点・課題等 

 

 第４回委員会後に、委員から「揖保川と流域に対する想い、問題点・課題等」

だいたご意見を、項目別に整理しました。 
 
委員からの意見の項目別整理 

 

(1) 揖保川全体として 

  ・揖保川の特性を生かした独自の川づくり 

  ・問題の優先順位づけ 

・河川事業で対応する問題の区分 

  ・あらゆる要素の総合的対策 

・河川構造物に関する問題点・課題 

  ・歴史・文化と河川との関わり 

  ・国管理区間とそれ以外の区間の整合 

  ・兵庫県の地域ビジョンとの整合 

  ・地域住民意向の把握と参加 

  ・揖保川の価値、目標を具体的に描き出す 

  ・揖保川のあるべき機能、あるべき姿の実現(安全・利用・水質・水量・環

(2) 治 水 

  ・流下能力の低い区間の堤防整備 

  ・内水害対策 
  ・河道拡幅による対策 
  ・地域整備と連動した総合治水対策 
  ・流域の利用形態や地被条件に応じた、河道と流域の治水分担 
  ・土地利用変化(都市化)に対応した新たな治水対策 

  ・山林の間伐と、針葉樹・落葉樹の適正な混合林整備 

  ・浸水被害等の住民への情報発信と避難体制の確立 

  ・揖保川バージョンの対応の整理(ハード・ソフト対応、河道・流域対応) 

  ・治水対策の優先順位づけ 

  ・土木的手法以外の代替案の十分な検討による結論づけ 

  ・安全確保に最低限必要な治水対策 

  ・治水と環境の両立 

  ・地域住民の意向の把握と住民の納得 
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(3) 川の利用(水利用、空間利用) 

  ・各用途の取水量の見直し(農業・工業・水道・発電等) 

・利水による水量の減少 

・節水対策 

  ・釣り、水泳等の水空間利用上の問題 

  ・教育の場としての河川の利用 

  ・河川と周辺地域との一体的利用 

  ・河川空間整備、河川構造物整備における環境配慮 

  ・利水面での他の河川との比較 

  ・空間利用における住民意向把握と住民参加 

  ・地域の方が十分な知識を得た上で判断できる場やしくみづくり 

(4) 水量と水質 

  ・目標の設定 

・上水道としての水質 

  ・泳げる程度の水質 
  ・水生生物にとっての水質 
  ・下水処理水による水質の問題 
  ・下水道整備率の向上 
  ・一年を通じて全流域で安定した水量 
  ・下流部の水量と塩水遡上 
  ・新たな発想による水量対策 
  ・引原ダムと水量の影響 
  ・緑のダム機能の増進 
  ・林田川の水質・水量 
  ・水循環利用 
  ・水質問題における地域住民との連携 

(5) 自然環境 

  ・目標の設定 

  ・自然環境に配慮した河川整備 

  ・自然環境の管理方法 
  ・自然環境と治水・利水とのバランス 

  ・地域住民との情報共有と住民参加 
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(6) 川と流域社会 

  ・川密着した生活スタイルのあり方 

  ・川への関心の掘り起こし 

・地域住民との情報共有と参加 

・関係者間のネットワークづくり 

・川と地域との関係の見直し 

・流域内の連携 

 (7) その他 

  ・緑のダムについて 

  ・川とのつきあい方 

・地球温暖化と河川 

・土砂総合管理 

・民間活動との連携 

・子供たちへの継承 

・地域住民の意向の把握 

  

23 




